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水産試験場から水産海洋技術センターへ・・平成 19

年度に県立 8 試験研究機関が広島県立総合技術研究所

として一所化後，10 年を経過いたしました。 

これまで，平成 24 年 3 月策定の「広島県研究開発戦

略」に則り，「2020 広島県農林水産業チャレンジプラ

ン」及びそのアクションプログラムの達成に向けて，

かき及び地付き魚を中心に，生産から販売までを視野

に入れた技術開発・支援，赤潮・貝毒・疾病対策・資

源動向等の県民の安心安全及び水産事業者等の生産基

盤確保並びにアユ冷水病対策を中心とした内水面漁業

の振興に努めてきました。 

かきについては，平成 24 年度に鮮度保持技術を完成

し，翌年から水産課と共に現場普及に取り組みました。

平成 26 年に発生した未曽有のかき採苗不調に対して

は，平成 19 年度の開発技術に基づき親貝筏の広島湾奥

部移動によるかき幼生確保の取組を支援しました。こ

の問題は，広島の海の環境とかきの生産構造の変化が

複雑に絡み合った結果であり，広島市，瀬戸内海区水

産研究所，広島大学等の関係機関と連携しながら，現

在も安定的な採苗確保対策構築の取り組みを継続して

います。 

地先定着型魚種については，漁業者や流通の現場で

使いやすい，低塩分処理と蓄養技術を組合せた高品質

な活魚を安定的に供給する技術の開発に取り組んでい

ます。 

また，長らく事業環境の悪化に苦しんでいる魚類養

殖事業者の経営改善と未利用魚の有効活用のため，フ

ォアグラハギⓇ生産技術を開発し，生産者に技術移転し

ています。多角的な養殖経営の一角として収益性の高

い事業となるよう，天然種苗の餌付けから養成，出荷

まで細やかな生産マニュアルの作成，改良を行ってき

ています。 

このような中，平成 29 年度からは「総合技術研究所

中期事業計画」に基づき，「利用者発信のニーズ充足」

に注力することとし，センターの鳥瞰図とアクション

プランを策定して，意欲ある事業者や事業局が発信す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る課題解決の取り組みを推進していくことといたしま

した。 

当センターにおいては，引き続きかき養殖業の経営

安定と多様化する食や少子高齢化社会を見越した経営

改善のための課題解決に努めるとともに，地先定着型

魚種を中心とした付加価値の高い魚の生産と流通に寄

与する技術開発を継続して参ります。 

また漁場環境対策については，昨年度改正施行され

た瀬戸内海環境保全特別措置法の基本理念の実現に向

け，引き続き国や関係県と連携して取り組みます。 

内水面漁業については，放流用アユ種苗の質と量の

確保だけでなく，河川放流後の餌料環境やカワウ被害

対策等を総合的に進める必要があります。本県では河

川遡上資源が殆どない状況の中，県内ダム湖産アユ種

苗の活用や冷水病対策等に引き続き取り組みます。 

漁業を取り巻く環境は依然として厳しく，高齢化の

進展と後継者不足により産業としての持続可能性の喪

失が懸念されます。しかしその一方で，私たちの食卓

に瀬戸内の新鮮で美味しい多様な魚介類は今後も欠か

せません。 

将来の世代にも豊かな瀬戸内の幸を引き継いでいけ

るよう，新しいアイデアで技術やモノ，情報，仕組み

などを組み合わせ新たな価値を創造する，イノベーシ

ョンによる競争力のある高い技術の獲得と普及および

これまでに開発した技術等を活用した技術支援活動に，

水産海洋技術センター職員全員で取り組んで参ります。 

 

「水産と海洋」は，当センターの取組や新技術を，

広く県民・業界の皆様に，読みやすく親しみやすく伝

える事を旨として，昭和 24 年の「水試だより」を皮切

りに当センターの情報発信誌として発刊いたしており

ます。水産業を取り巻く情勢や新技術の解説，最近の

トピック等をご紹介させていただきます。 

どうか皆様の引き続きのご支援とご指導を賜りま

すよう，今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

平成３０年度の取り組みについて 
 

 

センター長 相田 聡 
（かき幼生写真） 
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 研究成果発表会では，カキに関して２題，アユに関

して１題を発表しました。今回は，カキに関する成果 

発表について概要を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●殻付きカキの生産工程の創出 

水産研究部 高辻 英之 

ねらい 

広島カキの生産量は国内シェアの約 6 割を占め，ほ

とんどがむき身商品として出荷され，生鮮品だけでな

く，加工向け原料としても広く消費されています。し

かしながら，食の多様化や今後の国内の人口減少，他

県産地での増産によって，むき身かきは将来，供給過 

剰になることが予想されます。一方，殻付きカキは贈

答品だけでなく，カキ小屋やオイスターバー等におい

て提供されており，取引価格の高さから市場の成長性

が見込めます。広島カキはむき身の生産に特化した養

殖システムであり，現行の方法では殻付きカキの生産

能力と処理能力に限界があり，生産コストが増すばか

りで需要の増加に対応できなくなります。そこで，本

研究は採苗から収穫前までの工程を再構築し，殻付き

カキ生産の効率的なシステムを創り出すことを目的と

しました。 

概要 

殻付きカキの生産工程を技術の上流側から見直し，

トータルシステムの生産性を向上するため，天然採苗，

種苗管理および垂下養殖の３つの工程にかかわる養殖

資材および操作について検討しました。本研究では樹

脂採苗器の形状，抑制および垂下養殖に用いる養殖容

器の形状とそれぞれの操作方法を要素技術として開発 

することにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 樹脂採苗器 

採苗器の付着面の面積に対し，カキの付着数が一定

率増加することが理想と考え，その効率性と安定性を

数値化しました。カキの採苗器への付着に影響を及ぼ

すと考えられる項目について様々な組合せの実験用採

苗器を製作し，付着実験を実施しました。実験の結果

から項目の内容ごとに効率性と安定性を求め，再現性

を検証し，その結果，再現性が認められたため，項目

ごとに効率性と安定性への貢献度合いを数値化するこ

とができました。これにより最適な採苗器形状を設計

することが可能になりました。 

② 養殖容器 

垂下養殖では個々の成長がばらつきなく，時間に対

して一定率成長することが望ましいと考え，カキの成

長の効率性と安定性を数値化し，カキの成長に影響を

及ぼすと考えられる養殖容器形状および操作に関する

項目について，様々な組合せで養殖実験を行いました。

実験の結果から項目の内容ごとに効率性と安定性を求

め，再現性を検証しました。抑制操作はカキの成長を

ばらつきなく抑制することが理想であり，成長の促進

と抑制は表裏の関係と考え，養殖容器と同様に成長の

効率性と安定性を指標とし，容器の形状などの項目に

ついて検討しました。実験の結果から項目ごとに効率

性と安定性を求め，再現性を検証し，垂下養殖および

抑制操作のいずれにおいても再現性が認められました。

これにより各項目のカキの成長への貢献度合いをモデ

ル化することができるようになりました。 

今後の展開 

樹脂製の採苗器については実用化に向けた最適形状 

平成２９年度研究成果発表会（１） 
平成３０年２月１４日（水）に広島市内のホテルで，平成２９年度広島県立総合技術研究所 

水産海洋技術センター研究成果発表会を開催しました。 

今回は，かきに関する口頭発表を中心に紹介します。 
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の絞込みのため，天然海域で採苗実験を行い，研究協

力企業と連携し，早期の製品化を目指します。抑制工

程から垂下養殖については，樹脂採苗器で採取したカ

キ種苗を市販の養殖容器を用いて効果の再現性を確認

し，実用性検証を行います。 

 

●夏期の生食出荷に向けた殻付きかきの浄化技術の 

開発           水産研究部 永井崇裕 

ねらい 

広島県では「夏期における殻付きかき出荷衛生対策

指針」が定められ，夏場に出荷できるかきは加熱用の

みで生食用は出荷できません。しかし，夏場に生食用

かきの出荷が可能になれば，広島かきのさらなる需要

が創出でき，近年増加しているオイスターバーなどに

おける周年消費に対応できるようになります。本研究

では，夏場においては加熱用に限定されている三倍体

かき「かき小町」を生食用に出荷するための浄化技術

の開発を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要 

夏場は海水中の細菌数が増加して魚介類が汚染され

やすく，食中毒発生のリスクが高まります。生食用か

きで問題となる細菌は大腸菌や腸炎ビブリオであり， 

衛生部局を含む関係機関と協議したところ，夏場に生 

食用として出荷するためには，大腸菌よりも浄化され

にくい腸炎ビブリオを浄化できる技術が必要とされ，

それを対象として浄化技術の開発を行いました。 

1. 水温制御による浄化促進技術 

かきは水温上昇に伴い繊毛運動が活発になり濾過水

量が増えることから，水温制御による浄化促進を試み

ました。大腸菌，腸炎ビブリオおよびネコカリシウイ

ルスで汚染させたかきを，水温 10℃および 20℃で浄 

化させました。大腸菌およびネコカリシウイルスは

20℃で浄化されやすく，腸炎ビブリオは 10℃で浄化 

されやすいことが明らかになりました。腸炎ビブリオ

に適した浄化水温を検討したところ，水温が低すぎて

も効果が得られにくく 10℃前後が適していました。 

2. 浄化海水の殺菌による浄化促進技術 

 腸炎ビブリオの浄化に低水温が適している理由を調

べたところ，低水温では浄化海水中の腸炎ビブリオの

増殖が抑えられるためであることが明らかになり，浄

化海水中の腸炎ビブリオ増殖を抑制することが効果的

な浄化には必要な技術と考えられました。そこで，腸

炎ビブリオの増殖を抑えるために紫外線殺菌を試みま

した。室内設置型の紫外線ランプで，汚染させた殻付

きかきを収容した浄化水槽を水面上部から照射したと

ころ，紫外線照射していない対照区と比べて大幅に浄

化されやすくなり，また，海水中の腸炎ビブリオ菌数

も大幅に抑制されることが明らかになりました。 

3. 現地試験の実施 

 水温調整が可能な浄化水槽を所有する企業の協力を

得て，2016 年と 2017 年夏に生食かき衛生基準値を満

たす浄化が現場レベルで可能かどうかを検討しました。

試験は腸炎ビブリオを増菌させた三倍体かきを持ち込

んで行い，2016 年は水温の効果をみるために 10℃で

浄化し，4 日間の浄化で全ての衛生基準を満たすこと

が明らかになりました。2017 年は配管内部の紫外線殺

菌装置を使用せず，水槽上面からの紫外線照射の効果

を水温 15℃でみましたが， 2016 年同様に 4 日間の浄

化で衛生基準を満たし，さらに，2016 年よりも浄化速

度が大幅に速まることが明らかになりました。 

今後の展開 

現在，本研究で明らかになった浄化条件をもとに，

今年の夏の生食用殻付きかき出荷を目標として，「夏期

における殻付きかき出荷衛生対策指針」改正案の作成

が関係機関で行われています。 
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【ポスターセッションで掲示したポスター】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

むき身かきの鮮度保持技術の展開

201７ 広島県立総合技術研究所 水産海洋技術センター

むき身かきの鮮度低下の原因とその対策について

鮮度保持技術の技術移転

鮮度の高い生鮮かきを消費者に提供
【むき身から集荷，輸送，販売までを徹底管理】

細胞に水が侵入して破裂するこ
とで，組織の破壊が進行する。

0.5℃

10℃

4℃

各工程（A～H）の最適条件を組み合わせた管
理をすると，生産から流通販売まで従来にない
高鮮度を保持することができた。

鮮度指標の１つTF値測定法につい
て，品質工学により，感度とばらつき
改善（高精度TF測定法）。

高精度TF測定法を指標にして，品質
工学により最適条件を求めた。

最適

従来

（日数）

むき身の漬水の菌数を調べると，4℃，10℃保存では悪臭の
原因菌が増えるが，0.5℃ではほとんど増えないことがわかった。

むき身かきへの低塩分の影響 （左：海水，右：低塩分）

研究成果を取り入
れ，現場で処理した
むき身かきでも，高
鮮度が維持された。

Ｈ２５年から高鮮度のむ
き身かきとして，販売を開
始した。
トップかきとして順調な
売れ行き。

店頭に並ぶ高鮮度かき

現場実証試験での鮮度の変化

徹底した品温管理が重要です！

差が歴然！
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魚介類は人の健康長寿を支える大切な食材です。 

当センターで開発した技術によって魚食普及が進み，

県民だけでなく国民の健康長寿を支える。そういう魅

力的な技術を開発してゆくのが当センターの役割だと

考えています。 

今回は，平成 26 年度までに開発研究が終了し，現在

成果移転を展開中の課題の中から魚に関する 2 課題に

ついて紹介させていただきます。 

一つ目は平成 27 年度に特許登録された漁獲魚の延

命および外傷回復技術です。 

この技術が普及することで，一般消費者の方には魚

をよりおいしく召し上がっていただくことが可能とな

ります。 

 魚のおいしさは死後硬直と関係があり，一般的には

死後硬直が解け始める頃が最もおいしく，その後急速

においしさは失われてゆきます（死後硬直までの時間

と死後硬直後のおいしさの低下のスピードは魚種によ

って異なります）。魚を最もおいしい状態で消費者の

食卓へ届けようとすると，消費者の食事時間から逆算

して魚種ごとに〆る時間を調節するのが最も理想的で

す。しかしながら，漁獲された魚は網との擦れ等によ

り外傷を負っていることが多く，生かすことが困難な

ことから，これまでは漁獲後の早い段階で〆て鮮魚出

荷せざるをえませんでした。また生かすことができた

魚でも，外傷が悪化し，購買意欲を低下させるような

外観の劣化がおきたりしました。 

この技術により，漁獲された魚を良好な状態で生き

たまま保存することが可能となり，魚を最もおいしい

状態で消費者の食卓に届けることや，供給量が不安定

な魚であっても，計画的な出荷が可能となります。 

この技術については，大学や企業と連携して技術の

更なる高度化を目指して研究開発の取り組みを続けて

います。 

もう一つはフォアグラハギⓇ養殖技術で，県内 3 地

区の漁業協同組合及び養殖業者と契約して技術移転し

ながら，より低リスクに実用化する方法を探っていま

す。 

 フォアグラハギⓇについては何度も新聞やテレビで

報道され，多くの方がご存知と思いますが，ウマヅラ

ハギの養殖技術を工夫して肝臓を大きく育てた特別な

魚です。 

 フォアグラハギⓇを大量生産することは困難ですが，

少量ながらもまずは消費者の方々にフォアグラハギⓇ

に興味を持っていただき，他の地魚のおいしさにも気 

 

 

 

 

 

 

づいてもらいこれまで以上に魚を召し上がっていただ

こうという狙いで開発しました。 

これまで 3 年間にわたってフォアグラハギ®の試験

養殖と試験販売を行ってきた結果，とても人気があり

販売日には行列ができるほどで，リピーターも多く，

今後の事業化が期待されている養殖魚です。 

そもそもウマヅラハギは，養殖するにあたって夏場

の高水温や赤潮にとても弱いという弱点がありました。

しかしウマヅラハギの食欲を解析し，短期間で肝臓を

肥大化させて出荷する技術を開発したことで，リスク

が高くなる夏場の高水温期を迎える前に肝臓を大きく

して出荷できるようになりました。 

この技術は，夏場におけるフォアグラハギⓇ養殖の経

営リスクを軽減しただけでなく，本来であれば肝臓の

大きいウマヅラハギがいない時期に肝臓の大きなフォ

アグラハギⓇが食べられるという，新しい魅力的な水産

商材の提供にもつながりました。 

フォアグラハギⓇの生産現場には，まだまだ解決すべ

き課題が残されていますが，今後も現場での技術支援

を通じて堅牢性の高い技術に仕上げてゆく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

研究成果の移転状況について 
次 長 柳川 建  
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フォアグラハギ®を食卓へ 

ウマヅラハギは，フグの仲間で，その身も白身で脂肪

も少なく，刺身にすると透明感があり，歯ごたえのあ

る食感もフグに近いものがあります。刺身はもちろん

煮付けやから揚げにしても美味しく、鍋物の材料とし

て多く利用されており、あっさりとして身離れも良く

高価なフグに負けない味がします。特に，肝は「海の

フォアグラ」と呼ばれ，栄養をしっかり蓄えた真っ白

な肝は，生や酒蒸しにしてポン酢で食べると大変味が

良く，また，裏ごしをして醤油に混ぜたものを刺身に

つけて食べると一層美味です。 

 
 



 

 

 

 

 

一般的に栄養塩といった場合どのようなイメージ

で受け止められるのだろうかと考えた場合，大方は「排

水による汚染」と関連したものとして受け止められる

のではないでしょうか。特に瀬戸内海の場合はそのイ

メージが強く 1950 年代からのいわゆる高度成長期と

その後の海洋汚染，それに伴う赤潮の頻発は「栄養塩

は排水から」のイメージを伴って受け止められたので

はないかと思います。その後は排水規制などが強化さ

れ，赤潮も発生件数こそさほど減少してはいないもの

の，その規模や被害は確実に減少し，透明度も上昇し

た（海がきれいになった）結果，最近は「海苔の色落

ち」や「漁獲量の減少」に象徴されるように栄養塩の

減少・枯渇が話題となってきています。「栄養塩は排水

から」のイメージが強いのも納得がいくものの，「栄養

塩」は多くても少なくても，本人（？）の存在意義と

は無関係にマイナスのイメージで語られているようで

なんだか気の毒な感じさえします。 

栄養塩の「栄養」とは何かといった場合，それはい

わゆる植物プランクトンの栄養となる物質のこととさ

れています。植物に必要な栄養とは何かというと窒素，

リン，炭素，水素，酸素，鉄，マグネシウム，硫黄，

カルシウム，カリウムなどのことではありますが，こ

こでは窒素とリンに限定して話をします。 

瀬戸内海の栄養塩はどこから来るのかと考えた場

合，多くの人は先の排水からイメージされるように陸

域からもたらされると答えられると思いますが，現実

はなんとその７～８割が外洋からもたらされると考え

られています。多くの人は意外だと感じられると思い

ますが，これはいろいろな研究者が出している結論な

のです。 

ではなぜ現実とイメージが一致しないかというと

それは海の持つ物理的な性質と植物プランクトンの生

理・生態が関係しています。つまり，ごく単純に言う

と外洋からの栄養塩は海の下層から流入してくるもの

が大半であるの対し，植物プランクトンの増殖は水深

10ｍ以浅，おおむね水深２～５ｍのところで行われて

いるからなのです。これは太陽光が届く水深で（厳密

には植物が光合成を行うには太陽光の１％程度の光が

あればよく，透明度が良好であれば水深 100ｍ程度ま

では１％の太陽光は届きますが，透明度が低い瀬戸内

海ではせいぜい水深 10 数ｍが限界となっています。），

植物プランクトンは光合成を行うため，下層からいく

ら栄養塩が流入してきてもその深さまで昇らなければ

無いも同然となります。そのような訳で，陸域からも 

たらされる栄養塩は浅海域に供給される結果，植物プ 

 

 

 

 

 

ランクトンの増殖に速やかに「効く」のでなんとなく

栄養塩は陸から来るというイメージとなってしまうも

のと想像されます。実際に大都市の沿岸部や大きな河

川の河口部では栄養塩の濃度も高くプランクトンの量

も多いのでそうなってしまうのも致し方ありません。

しかしながら瀬戸内海に在る栄養塩の大半は外洋由来

のものであることは間違いのないと考えられます。で

はなぜ現在栄養塩の不足が話題となっているのかにつ

いて考えてみますと，深層にある栄養塩は浅海域に昇

ってこなければ栄養塩としては働かない，つまり無い

も同然と思われても仕方がありません。さらに，狭い

瀬戸内海とはいえ海域によっては外洋の影響を受けや

すい海域とそうでない海域があります。研究によれば

大阪湾を中心とした東部海域は外洋の影響が少なく陸

域から流入する栄養塩のほうが多いこと，周防灘，伊

予灘，安芸灘などの西部海域は外洋起源の栄養塩のほ

うが多いことなどが明らかにされています。東部海域

は海苔の養殖も盛んであるしカタクチイワシなど食物

連鎖が比較的下位の魚種の漁獲も多く，陸水の影響が

出やすい海域といえます。結果として陸からの栄養塩

の補給がそのまま海水中の栄養塩の多寡としてとらえ

られてしまうことになると考えられます。最近は海の

生産力の回復を目的として排水規制を見直す動きがあ

り，確かに一理あることではあるとは思いますが，こ

れらの見直しには，海域の特性を踏まえ，調査と研究

を行いながら対応していくことが重要です。高度成長

期以前の海，たとえば江戸時代の海は相当に貧栄養で

あったとは思われますが，生物生産はどうだったのか，

自然界の構造は我々の想像を超えて複雑であることも

忘れてはいけないと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

栄養塩の話（１） 
水産研究部 村田 憲一 
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海洋観測機器「ＲＩＮＫＯ」 

水深ごとに，水温・塩分・ＤＯ・ク

ロロフィル量などを自動で測定し，

記録する優れものの観測機器です。

通常の海洋観測に加え，今年度は，

カキの幼生調査で活躍しています。 

観測したデータは水産海洋技術セン

ターのホームページで公開していま

すので，ご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東谷福太郎 研究員 平成２７年度採用】 

平成27年度採用の東谷福太郎と申します。大学の研

究室では3年間エドワジエラ症というヒラメの病気に

ついて研究を行っていました。私の研究は生物化学的，

遺伝子工学的手法を用いたもので，病原細菌の遺伝子

の塩基配列決定，組換えタンパク質の作製，培養細胞

への暴露といった実験室内での実験が主でした。 

 私は大学の研究室に所属している頃から授業や研究

で学んだことを活かした仕事に就きたいと思い，地元

である広島県の水産職を目指しました。そして念願か

なって平成２７年度の春に採用となり，水産海洋技術

センターに配属されました。 

私の働く水産海洋技術センターには養殖いかだや大

小さまざまな水槽があり，試験用の魚やカキが飼育さ

れています。当然，試験魚の飼育も業務の一つですが，

大学で専攻していた分野の関係で，魚の飼育について

はほとんど学んでおらず，恥ずかしながら魚の飼育経

験は，小学生の時に金魚を飼っていたという程度です。

ましてや５t水槽や20t水槽，海面で魚を飼育した経験

などあろうはずもありません。そのため，給餌量の設

定，水槽の底掃除，水質のモニタリング，生簀の網換

え，ワムシ（仔稚魚の餌となるプランクトン）の培養

など覚えることが多く，今でも勉強の毎日です。 

現在，私はカサゴの種苗生産に関する研究，低塩分

蓄養に関する研究，カキの食中毒の原因となるノロウ

イルスに関する研究に取り組んでいます。 

特に飼育試験は初めての経験でわからないことだら

けですが，日々魚の様子を見ながら頑張っています。

私が大学で学んできたことは基礎研究的な要素が強く，

現場の技術と結び付けることはなかなか難しいですが，

現場の知識，技術を新たに身に付け，先輩たちとはま

た違う視点を持って本県の水産業に貢献していきたい

と思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【黒田麻美 研究員 平成２８年度採用】 

私は，生き物同士の関わりや，生態系について興味

があり，学生時代はアマモ場に生息する細菌や植物プ

ランクトンの調査，それらの相互作用について培養実

験等を行っていました。水産業が多くの生き物が関わ

り合う海の生態系に支えられて成り立ち，そこに他の

産業にはない魅力を感じていたこと，そして誰かをサ

ポートできる仕事に就きたいと思っていました。今回，

県の水産職という希望の職に就くことができ，改めて

うれしく思っております。 

 主な担当は，「かき」と「有害有毒プランクトン」で

す。かきについては，幼生飼育，幼生調査等に携わっ

ています。これまで，細菌等の「培養」は行ってきま

したが，「飼育」は初めてで，餌やりや底掃除など，は

じめは作業を行うだけで精一杯でした。かきの状態に

気を配ることができるようになってからも，受精卵が，

数時間後には動き出し，翌日には D 型幼生，そしてあ

っという間に付着幼生まで大きくなり，かきの稚貝，

さらには成貝になっていく様子は，何度見てもすごい

なと思います。有害有毒プランクトンについては，昨

年度までは，カレニア・ミキモトイのかきの受精卵や

D 型幼生への影響について調べ，今年度からは，有害

プランクトンのモニタリングと予察技術の開発の主担

当をしています。学生時代に植物プランクトンに関わ

る研究をかじっていましたが，ヘテロシグマ赤潮の色

や，普通の色の海水でも注意報レベルのシャットネラ

が確認されるなど，これまで見てきたものと全く異な

る海の様子に，まだまだ勉強することがあることを実

感しています。また，研修や会議等で他の都道府県の

方と交流し，水産業の課題に向きあう方達が，職場だ

けでなく県外にもたくさんいることを実感し，とても

励みになっています。 これからも職場の先輩方をはじ

め，いろいろな方面から知識やノウハウを吸収し，広

島県の水産業へ還元できる研究を行いたいと思ってお

ります。どうぞよろしくお願いいたします。 
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左から東谷・黒田・藤澤・加川 各研究員 



【藤澤美咲 研究員 平成３０年度採用】 

初めまして。今年度採用で，水産海洋技術センター

配属になりました藤澤美咲と申します。大学では，魚

類行動生態学を主なテーマとする研究室に所属し「掃

除魚として知られるホンソメワケベラに擬態するニセ

クロスジギンポの擬態機能解明」を対象として，沖縄

県瀬底島で調査を行っていました。具体的には，海で

シュノーケルを用いて，対象魚を追跡し，摂餌行動な

どを観察することで，ニセクロスジギンポが生活する

中で擬態がどのように機能しているのかを明らかにす

ることを目的としていました。３年間の調査の結果，

ニセクロスジギンポは成長段階によって擬態への依存

度が異なることを明らかにすることができました。 

 私は幼少期から魚が大好きで，大学で学んだことや

自身の研究を通して得た力を活かせる水産関係の仕事

に就きたいと考えていました。私は広島県出身ではあ

りませんが，大学大学院の６年間の多くの時間を広島

で過ごしてきたため，広島県のために働きたいと思い，

広島県の水産職を受験し，平成３０年４月から水産海

洋技術センターで働くことになりました。 

 働き始めてまだ少ししか経っていませんが，現在，

カタクチイワシの卵稚仔調査，フォアグラハギⓇのブラ

ンド化支援，異臭実験などの業務に関わっており，勉

強の日々です。カタクチイワシの卵稚仔調査は，調査

船「あき」で広島沿岸域の各地点を回り，水深２０ｍ

からプランクトンネットを引き揚げます。流れがある

と抵抗が大きくなるので，体力のいる仕事です。そし

て，得たサンプルからカタクチイワシの卵稚仔をカウ

ントしますが，稚仔魚の判別が難しく，１サンプルを

さばくのに時間を要してしまいます。早く見分ける力

を身に着けて，正確，かつ，迅速に対応できるように

なりたいと思っています。 

 まだまだ未熟な部分ばかりですが、大学時代に得た，

私の強みである観察力を活かしつつ，業務に必要な知

識や技術を貪欲に吸収して，広島県の水産業のために

頑張っていきたいと思っています。これからどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【加川真行 研究員 平成３０年度採用】 

 今年度採用になり，水産海洋技術センターに配属と

なりました加川と申します。  

 私は，子供のころから水生生物の採取や飼育が好き

で，大学でも水産を専攻しました。大学では，特に海

産無脊椎動物に興味を持ち，研究室も，ナマコやカキ

を主な研究対象としているところを選びました。卒業

研究では，バイカナマコという熱帯性のナマコが内臓

に持つ色素について抽出，分離を行いました。同じ棘

皮動物のウニの色素には抗酸化や殺菌などの作用があ

り，バイカナマコの未知の色素にも機能性があるので

はと考えたからです。そして就職の際も，研究室で学

んだことを活かして海産無脊椎動物の生産にかかわる

仕事をしたいと考え，カキの生産量が全国 1 位である

広島県に水産職での就職を希望しました。 

現在の私の主な業務は，「カキ成貝による幼生減耗実

験」です。カキは，海水をエラで濾過して植物プラン

クトンなどのエサを集めます。 一方，カキの幼生は，

最初は海水中を漂っているため，親ガキが幼生も食べ

ている可能性が指摘されており，これを確かめること

がこの実験の目的です。昨年は，カキの採苗が不調で，

必要な量の半分しかカキの幼生を採苗できない状態で

した。親ガキによる幼生の減耗が明らかになれば，カ

キ筏の移動などの対策によって，今まで親ガキに食べ

られていた幼生を採苗できるようになり，採苗不調を

緩和できるかもしれません。非常に重要な研究を任さ

れ，強い責任感とやりがいを感じながら日々励んでい

ます。 

 このほか，浅海定線調査や赤潮のモニタリング調査

も担当し，調査船の「あき」に乗船して，採水や海洋

観測，有害赤潮や貝毒の原因となる植物プランクトン

の検鏡などを行っています。大学であまり水産らしく

ない研究を行っていたこともあり，業務や実験も慣れ

ないことが多いですが，一日でも早く広島県の水産業

に貢献できるよう努力して参ります。よろしくお願い

いたします。 

 

  

すいさんとかいよう 

職員の異動（４月１日付け） 

本年度は，７名の方々が転出され，７名の方々が転入されました。 

転出者                   転入者（センター長は所内異動） 

センター長 市園  肇 退職        センター長 相田  聡 水産技術センター 

次   長 錦織 典章 農業技術センター  次   長 岩西 慶宗 西部総務事務所 

総 務 部 宮崎 幸恵 退職        総 務 部 野間 秀昭 採用 

総 務 部 水主村敏治 退職        技術支援部 宮林  豊 採用 

 技術支援部 米山 弘行 農林水産局水産課  水産研究部 若野  真 東部農林水産事務所 

 水産研究部 高辻 英之 農林水産局水産課    〃   村上 倫哉 農林水産局水産課 

 水産研究部 岩本 有司 農林水産局水産課    〃   藤澤 美咲 採用 

                         〃   加川 真行 採用 
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【平成２９年度】 

行事記録 

  ４月２１日 かき生産対策協議会役員会 広島市 

５月 ８日 かき生産対策協議会組合長会議 広島市 

  ５月 ９日 広島湾北部連絡協議会 広島市 

  ５月１０日 広島かき協議会 広島市 

  ５月２３日～２４日 全国場長会内水面部会幹事会 東京都 

  ５月２４日 水産防疫対策事業担当者会議 三重県 

  ６月 １日 広島品質工学研究会講演会 広島市 

  ６月 ６日～７日 全国場長会内水面部会 奈良市 

  ６月２２日～２３日 品質工学会大会 東京都 

  ６月２９日～３０日 瀬戸内海ブロック場長会 鳴門市 

  ７月１２日 広島バイテク推進協議会総会 広島市 

  ７月１３日 農食事業コンソーシアム総会 

  ７月２７日 拠点漁協養殖研修会 大竹市 

  ８月２１日 種苗生産組合総会 広島市 

  ８月２２日～２３日 瀬戸内海ブロック資源評価会議 広島市 

  ９月 ５日 瀬戸内海４県カキ情報交換会 岡山市 

  ９月１１日 さわら検討会議 神戸市 

  ９月１２日～１３日 魚病学会秋季大会 宮崎市 

 １０月１１日 瀬戸内海四国ブロック魚病検討会 岡山市 

 １０月１８日～１９日 西日本種苗生産機関連絡協議会 広島市 

 １０月３１日～１１月１日 瀬戸内海ブロック推進会議 広島市 

 １１月 ７日 全国場長会議 静岡市 

 １１月１７日～１９日 水産海洋学会 広島市 

 １１月２１日～２２日 トラフグ全国会議 広島市 

 １２月 ５日～６日 赤潮・貝毒部会 広島市 

  １月２３日 尾道市水産振興協議会 尾道市 

  ２月 ２日 全国養殖衛生管理推進会議 東京都 

  ２月１４日 水産海洋技術センター成果発表会 広島市 

  ２月２６日～２７日 全国場長会幹事会 東京都 

  ３月 ５日 カワウ対策協議会 広島市 

  ３月１５日 広島かき協議会 広島市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表紙写真：カキ種苗抑制棚（広島湾） 

 

 

来所者記録 

５月１９日 呉広域商工会女性部 30 名 

６月 ２日 東海大学 95 名 

６月 ９日 呉市保健所 4 名 

６月２６日 広島大学 15 名 

７月１１日 呉市保健所 4 名 

７月１４日 韓国海洋水産研修院 47 名 

７月２７日 呉三津田高校 4 名 

８月 ４日 呉宮原高校 13 名 

８月２３日～２８日 

音戸中学校職場体験 2 名 

９月２０日 波多見小学校 41 名 

９月２１日 広島市立大学 

１０月２７日 韓国海洋水産研修院 41 名 

１１月 ６日 至心保育所 35 名 

１１月１５日 きらきら音戸保育所 66 名 

１２月２０日 韓国蔚山広域市 

海洋水産課 5 名   

 １月 ６日 放送大学 20 名 

 １月 ７日 韓国海洋水産開発院 6 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県立総合技術研究所 

水産海洋技術センター 

水産と海洋（すいさんとかいよう）No.28 
**水産海洋技術センターだより**                 〒737-1207 

広島県呉市音戸町波多見６丁目 21-1 

☎0823-51-2171 FAX0823-52-2683 
                                 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/32/suigi-top.html 

平成３０年６月 発行      


